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【所属名：文化振興課】 

【会議名： 第 1回糸魚川市文化財保護審議会】 

 

会 議 録 

作成日 令和２年６月３日 

日 令和２年６月２日 時間 13:30 ～ 15:00 場所 市役所庁舎 203･204 会議室 

件 

名 

１ あいさつ 

２ 報  告（公開） 

 ⑴ 令和元年度文化財保護関係事業報告及び令和２年度事業計画について（公開） 

  ア 特別天然記念物カモシカ滅失について 

  イ 天然記念物小滝川硬玉産地隣接地公有化について 

  ウ 名勝 おくのほそ道の風景地 親しらず 保存整備事業について 

エ 令和２年度文化財防火デーについて 

  オ 糸魚川歴史民俗資料館の展示について 

  カ 長者ヶ原考古館新指定文化財の展示について 

キ 史跡相馬御風宅での展示について 

３ 協 議 題（非公開） 

４ そ の 他（公開） 

 ア 文化財保存活用地域計画の策定について 

 イ 新潟県埋蔵文化財センター春季企画展について 

 ウ 青海川清水倉のヒスイ搬出について 

出 

席 

者 
【出席者】９人 吉田会長、井伊副会長、五十嵐委員、室川委員、吉倉委員、小掠委員、 

池亀委員、佐藤委員、倉又委員 

【事務局】６人 井川教育長 

 文化振興課 伊藤課長、伊藤課長補佐、山岸学芸専門員、小池主事(学芸員)、

小河原主任主事(学芸員) 

傍聴者定員 ‐人 傍聴者数 ０人 

会議要旨 

１ 開会あいさつ（13:30） 

【会 長】重要案件もあり、まずは事務局の説明を聞き、審議をお願いしたい。 

【教育長】非公開案件があるが、公にすることにより保全保護に支障が出ないようにという考えに

よるもの。趣旨をご理解いただきご審議願いたい。 

 

２ 報 告 

 ⑴ 令和元年度文化財保護関係事業報告について 

ア 特別天然記念物カモシカの滅失について 

□開示 

☑一部開示 

□不開示 

□時限不開示 (開示:    年  月  日) 

(理由:条例第 7 条第 5 号 該当) 



【事務局】若干青海地域が多く全体では以前と比較し微増傾向にある。事業費 12,000 円は、滅失し

たカモシカを埋められない場合が生じたため、柿崎ペット専用火葬でかかった手数料によ

るもの。今後こういう機会が増えると考えられるので予算計上したい。 

  イ 天然記念物小滝川硬玉産地隣接地公有化について 

  【事務局】国指定範囲に隣接の小滝川左岸の民有地の差押物件で公有地化を図るため購入した。本

来競売にかかるところ、当市の現状を理解していただき新潟財務事務所から取得できた。 

 

⑵ 令和２年度事業計画について 

  ウ 名勝おくのほそ道の風景地親しらず保存整備事業について 

【事務局】①大懐法面樹木伐採等整備、②転落防止柵整備（約 81ｍ）を予定している。 

     ①は、6/1 昨日から既に伐採作業に入り約２週間で完了予定（正味 10 日間程）。②は、

橋梁で基礎が弱いため上積して予算計上したがその必要がなくなり距離が延びる予定。最

終年度となるため予算残で対応できないか調整中。 

エ 文化財防火デーについて 

【事務局】水保観音堂の奉安庫の消火設備（ドレンチャー）が壊れていて現在文化庁と協議中であ

り、こちらで実施できないか検討中である。 

  オ 糸魚川歴史民俗資料館の展示について 

【事務局】御風・秋雨資料に加え、民俗資料の展示も積極的に行いたい。当座、木地屋資料などか

ら展示していきたい。 

カ 長者ヶ原考古館新指定文化財の展示について 

【事務局】田伏遺跡出土品が県指定となったため、新指定出土品展や県へ貸出中の寺地遺跡出土品

の展示会等を開催予定である旨説明。 

キ 史跡相馬御風宅での展示について 

【事務局】昨年度の大火関連展示を御風宅で開催したように、奥土蔵の展示ケース等を利用した簡

易な資料展示を行いたい。 

   

３ 協議題（非公開） 

 

４ その他 

ア 文化財保存活用地域計画の策定について 

【事務局】以前策定したものに付け加えて完成させたい。策定にあたっては、当会で最終的な審

議をいただきたいと考えている。 

イ 新潟県埋蔵文化財センター春季企画展について 

【事務局】昨年度長者ヶ原考古館でも 100点の資料を展示し寺地遺跡展を開催したが、今回は 300

点以上を貸出して、県民に広く公開されている。審議会でも視察できるよう配慮したい。 

【委 員】特に質問等なし 

  ウ 青海川清水倉のヒスイ搬出について 

【事務局】清水倉橋の南側河原で道路から近いため、盗掘にあった可能性がある。 

【委 員】指定地との位置関係はどうなっているか。 

【事務局】指定地下流境界の真砂橋よりもさらに下流であり、指定範囲からははずれている。 



 

   【事務局】露頭の視察は、６月 24日（水）か 26日（金）のどちらか都合のよい日に行いたい。 

 

４ その他 

特になし 

 

５ 閉会（15:00） 

 【会 長】次回は、本日協議題となった稀少鉱物産出地について引き続き審議いただきたくよろしく

お願いしたい。なお、以前は任期中の初年度に研修があったので、そのような機会も設けて

いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


